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ドイツなどで実施されている貫流プラントの給水処
The oxygenated water ireatment 1s one of the boiler feed water 
treatment (ant1 corros1on treatment of inner su「face of pipes by 

理（配管表面に保護被膜を形成させ防食を行う）であ forming protective film) 101 once through plants. which 1s practiced 

る酸素処理法は、現行の揮発I生物質処理法に比ぺ技術
'n Germany and other countnes IntroduClIOn of the oxygenaIed 

的・経済的に有利であり、我が国の貫流プラントヘの
waler treatment has been longed for by concerned people in Japan. 
because 1t has technical and economical advantages ove1 1he all 

適用が望まれていた。そこで、 酸素処理法の適用性を vola1ile treatment currently 1n practice. To study the apphcabllny of 

確認するため、我が国で初めて実機による実証試験研
lhe oxygenaIed water lreatment m Japan. we Starled an experImenl 
using 1he oxygenated water treatment iri an actual plant. the 11「SI Of 

究を行っている。現在まで約1.5年の試験研究ではポイ ils kInd m Japan Dunng the experiment and research conduc(ed 
ラ差圧の低減・給水ポンプ動力の低減など良好な成果 over the last one and a half years. we obtained favorable results 

が得られ、実機への適用が可能である見通しを得た。
including the reduct,on of the pressure drop 1n the boiler and power 
of the water supply pump. These results show the pracucal 
apphcab1h1y of the oxygenated water 1rea1ment 

ｰ
研究の背景

我が国の貰流プラントの給水処理は、 すぺて揮発性

物質処理法 (A V T ) が採用されているが、一部のプラ

ントではポイラ差圧の上昇などの問題が生じている。

これらの問題を解決するため、 ドイツなどで実紹があ

る酸索処理法について、昭和63年度から地力10社・電

カ中央研究所およびメ ー カ共同で 「実機適用化基礎研

究」が推進され、我が国の貰流フ
゜
ラントヘの適用が可

能である見通しが得られた。

これを受け、 当社では知多第二火力発屯所 1号機に

おいて 、 酸索処理法の実証試験研究を平成2 年度から

條日立製作所およぴ（掬凍芝と共同で実施している。

2 酸素処理法の特徴

酸索処理法は高純度水(0.2µS/cm以下）の条件下で

pHを6.5-9.0とし 、微拙の酸索 (20- 200µg/ .e.）を注

入することにより3価の酸化鉄 (Fe20 3 : ヘマタイト）

の保護被膜を形成させ、 防食を行うものである。ヘマ

タイトは現行のA VT の保殴被膜であるマグネタイト

(Fe心 ）に比ぺ非常に溶解度が小さく、かつ粒子が細

かく、 平滑であるという特徴を有している。

本研究では酸素処理法のうちpH8.0-9.0で行う複

合水処理法 (CW T ) を採用した。

3 研究の概要

(1) 研究期間・エ程（第 1図）

平成 2 年 4 月～ 5 年 9 月

(2) 研究対象ユニット

知多第二火力発屯所1号機(700MW・変圧問流プラント）

(3) 研究項目

①最適水質条件の確立

②最適運用法の確立

③ポイラ差圧・機器の1腐食などの影饗評価

4 研究成果

平成2年度定期点検終了後(6/28)のユニット起動

から1.5ヶ月間はマグネタイトの保護被膜を形成させ、

CWTIJf.l始後におけるヘマタイトヘの移行を円滑にさ

せるためA V T を行い、その後、8/15にA V TからCW T

に切替えを行った。

現在まで約1.5年の研究成果は次のとおりである。

(1)機器の差圧

① ポイラ差圧（第 2図）

oCWTHtl始前のA V T において、 1.5ヶ月間で8 kg/

面の上昇が兄られたが、 CW T 開始後は 1ヶ月経

過後に低下領向となり 、 9 ヶ月経過後には化学洗

浄実施後と同等な差圧(30kg/cm')まで低下し、 そ

れ以降も同差圧で推移している。

項 目

①設備設計・エ耳
（定期点検）

②実証試験

（機器の点検）

③解析評価
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